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京では渇水現象が生じてくると考えられる。影響評価という観点から、今後
そうした具体的な推定が必要になってくるだろう。ただ、問題はそこから先
で、だからダムや道路をたくさん建設するべきだという議論になると、別の
問題をはらんでくる。
台風にっいては、個数は減るが、大型台風が襲来すると予測されている。
2006年のアメリカのカトリーヌがその予測を裏付けているかどうかについ
て、さかんに議論されている。温暖化にかかわらず大型台風が起こる確率は
あるので、すべてが温暖化の原因であるとは言い切れない。しかし現実に大
型台風が襲来する可能性があると認識できれぱ、それに対する対応を考える
ことが大事だろう。
また、従来のモデルでは黒朝にっいて十分に表現できていなかったが、最
近は細かいモデルで温暖化時の変化が表現できるようになった。これは、日
本の水産業にとっては、特に影響評価の観点から重要な問題である。
豪雨の頻度は平均的に増加
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われわれは通常、知識を蓄積すれぱ問題が解決すると老えがちだが、新た
な問題が発生するため、問題の数は減らない。むしろ、問題は常に知識と共
進化しており、問題自身も進化している。したがって、知識と問題の関係を
ふまえて、社会を設計・制御してゆく広、要がある。これまで科学者は、知識
の蓄積は善であるという認識に基づいていた。しかも、問題に対応しようと
するときには、問題を限定し、それ以外の状況は変わらないと仮定して苔え
てきた。しかし実際には、問題は相互に関連し、現実社会は多様に変化する。
これからの科学は、問題と知識を構造化し、問題を総体として考えるという
柔軟な視点をもつことが大事だろう。
冷戦構造が復活しないと過程すれぱ、今後は、学術・文化の時代になって
いくだろう。21世紀は「コンセプトの時代」であり、コンセプトを出したも
のが勝利すると思われる。しかもあらゆる要素がりンクしているから、
ツではなく全体を統括するコンセプトが求められる。トータルなシステムと
して提示できる概念が大事であり、そのためには、大っかみでもよいから全
体を把握できる構想力が不可欠だろう。
その意味で、日本は21世紀の課題に満ちた課題先進国である。少子高齢化
など課題を多く抱えていることを悲観的にとらえるのではなく、前向きにと
らえるべきである。中国も20年後に少子高齢化時代を迎えるが、そのときに
どのような状況に陥るかは想像に絶するものがある。しかし日本は今すでに
少子高齢化の問題を抱えており、課題を解決できるノウハウを蓄積すること
もできる。そしてそれが成功すれば、グローバノレなモデルとなり、中国、韓
国など今後少子高齢化を迎える社会にとっても大きな意義をもちうるだろう。
すべての進化は、負荷がかかったときにおこっていることを忘れてはならな
し、
日本は人類史的に初めての問題に直面しており、将来に向かって積極的に
挑戦する必要がある。いまや世界のどこにも手本がない時代であり、将来の
方向は誰にも分からない。このような状況にあっては、究極的に重要なのは
挑戦していく人材である。日本は人材を日本人に限定する傾向があるが今
問題と知識の共進化
???
後はもっと国際的な視点から、そして社会の幅広い分野の視点から人材ネツ
トワークを広げていく必、要があるだろう。日本が世界の課題解決をりードす
る可能陛のある時代になっていることを認識してほしい。
《質疑応答》
●未解決の課題が多い気候モデル
第3章地球温暖化問題が投げかけるもの
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気候モデルのシミュレーションの方向は、今後の研究で大きく変
わるか、どうか。
対極の意見がある。多数意見は、温暖化に伴う不確定性の多くは
雲の動向だというものだ。雲の陛質から統計的に処理して分析す
るには無理がある。したがって今のモデルの不確実性をなるべく
減らし、雲を直接表現できる方向に行くべきだと主張する。一方、
反対意見は、どこまでしても限りがなく、しょせんは限界がある
から無理だというものだ。
個人的な意見では、やはり物量作戦はまだ正しいと思っている。
数値予報でも、モデルの精度を向上すれぱ的中率は向上する。も
ちろん研究、解析のための知識も深めなればならないが、装置の
精度向上はこれからも大事だ。
問題は、雲の問題も同様だが、 1つの関係し力叡っていないこと
だ。しかし、実際の自然界はもっと複雑だ。たとえぱ、雲が凝結
すると氷と水が共存することになる。その状況は雲によっても違
う。だからちょっと関数を変えると、ずいぶん結果は違ってくる。
あいまい性を極力減らして現実に近づける方向は、まだ研究の余
地がある。シミュレーションにはある程度の物量が必要で、まだ
まだ見落としている要素はたくさんある。予報にしても、細かい
モデルを使えば使うほど精度が上がっているのはたしかだ。
さらに、現行モデルで欠落しているプロセスは、たとえば炭素循
69
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環だ。自然の状態で温度が変化すると炭素が変わる。そのサイク
ルを入れると、今以上にゆらぎ幅が大きくなる。三酸化炭素の安
定化の基準も、どんな炭素循環にするかによって数値が異なって
くる。その意味で、カーボンや窒素などの物質循環をどう取り込
むかが次の課題になっている。
その他、表象モデルとのりンク、気温変化による植生の変化など
考慮すべき要因は多々ある。また化学の問題、特に広域の大気汚
染が今後も進むと思われる中国では、エアロゾルの放出が増える
と予測されるので、それをどうパラメーター化するかなどの問題
もある。このようにさまざまな課題がまだ残っているので、それ
らを取り込んでいく努力を続けることになるだろう。だからしな
けれぱならないことは多々あるが、全体を見て研究を進めていか
ないと、一部だけ細かくしていっても徒労感に陥る。常に全体の
中での自分の位置を確認していくことが求められる。
●温暖化を想定した生き残り戦略へ
住
^
研究者が今後の研究の戦略をたてるときに、どういう観点から選
択していくのか。最終的には個々の興味関心仂、。
1人で研究している場合は、個人の興味につきる。しかし国から
予算をもらって研究している場合は、何をするかについて全体の
判断をした上で、勝てるところを選ばざるをえない。戦略的には、
日本のまったく弱いところに新たに巨額の資金を投入するより、
強いところをのぱす方向に向かったほうがいいと思っている。
21 世紀はコンセプトの時代ということだが、現時点で日本のコン
セプNよどうなっているのか。
多くの人が、今後の生き方は物質に依拠したものでないと感じて
いるのはたしかではないだろうか。敗戦の理由を物量と科学技術
ととらえた日本人は、戦後はその両面を追求することからスター
トした。そしてある程度充足されると、心を重視する価値観へと
住
転換した。しかしやはり日本はモノづくりで世界に貢献すること
が大事だから、安価、省エネ、長持ちをキーワードにした商品づ
くりと実際のライフスタイルを見せることが必要だろう。周囲を
見回してみると、エネルギーを消費する理由のうち、生存に彪、要
な部分はごくわずかで、それ以外は、社会的ステイタスに関わる
部分で使われている。昔からの日本人の知恵がなぜ普及しないの
かを再検討する必要があろう。ただし、それは押しつけてもだめ
で、制度設計の問題だと思う。
気候変動研究の場合、どの程度の長期を見据えているか。そして
政策立案は、どこまでのスパンで考えていくべきか。
科学としておもしろいのは、氷河期など地球の歴史の中でドラス
ティックな変化がとらえられる超長期の時間スケールだ。しかし
温暖化のような具体的問題に関して言えぱ、現在では 100年の時
間スケールで考えれば、CO.の抑制も含めて安定化を考えなけれぱ
ならない。
実際には、多くの場合、どんどん20年程度の短期に関心がシフト
している。多くの人が、もはや温暖化は止められないと感じてお
り、今から生活を全部変えられないために、温暖化しても生活レ
ベルを維持できる仕組みづくりの準備をしなけれぱならないと思
つてぃるからだ。だから、ある程度の温度上昇は不可避だという
前提に基づいた生き残り戦略へのシフトが必要だと思う。
それに対して、「先進国は責任放棄か?」という批判もある。しか
し、現実としては、そうせざるをえないのではないか。中国やイ
ンドの工業化を待てといっても待てない。CO.の排出もどんどん増
えるから、それに見合った省エネなどの対応もしていかなければ
ならないだろう。現実世界の政策決定はすべての人を幸せにでき
ないことは厳然たる事実であり、りアリズムに徹しながら、理想
を忘れない対応が重要だろう。
第3章地球温暖化問題が投げかけるもの
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